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内地 においては、「民間有志により古 くは明治17、18年ころか ら少年保護施設が各地に開設 さ
れた」5)。「大正9年 には司法大臣官房に保護係が新設され、『少年の保護処分及びその実行に関
する調査』を分掌 した」6)。
















(イ)起 訴猶予 ノ処分 ヲ受ケ、刑 ノ執行猶予 ノ言渡 ヲ受ケ又ハ仮釈放 ヲ許サレ若ハ満期釈放セ
ラレタル少年ハ少年審判所管轄区域外ニ於テハ関係官庁ニ於テ成ルヘク之 ヲ司法保護委員
会二通知スルコト
(ロ)少 年審判所二於テ保護処分二付 シタル少年ニ付テハ少年審判所 ノ長 ヨリ特ニ必要ア リト
認ムル場合二限 リ之 ヲ通知スルコト
(ハ)少 年教護法二依ル教護処分中ノ少年ニシテ起訴猶予 ノ処分 ヲ受ケタル トキハ其 ノ取扱ニ
付少年教護官庁 ト能 ク連絡スルコト
昭和14(1939)年9月29日司法省訓令第二号 「司法保護委員執務規範」第一章第四条で、司法保













御できると自信をもっていたばかりか、状況が内地 と朝鮮にくらべて 『良い』ので、新 しい思想
規制措置を施行する必要がないと思 っていたのである」13)。
昭和14(1939)年内地の全日本司法保護事業大会には、「朝鮮2名 、台湾2名 、関東州1名 」14)
が植民地から関係者が参加 した。昭和15(1940)年紀元2600年記念全 日本司法保護事業大会では、
第一部会(一 般釈放者保護)に は、「樺太保護会2名 、樺太司法保護委員会、朝鮮京城救護会な
ど5名、台湾台湾三成協会会長、台湾総督府法務局長中村八十一など16名、関東州財団法人為人
会1名 」、第二部会(少 年保護)に は 「朝鮮開城大成会1名 、台湾大甲街司法保護会1名 」、第三
部会(思 想犯保護)に は 「樺太司法保護委員会3名 、朝鮮元山陽報会1名 、台湾竹東郡連合保護
会など3名」15)が参加 した。参加者はいずれ も植民地下司法保護事業に関わる官僚や実務家であっ











16585号)では、「同義勇軍全応募者中事故ア リタルモノ百分 ノ六(此 ノ中ニハ保護少年 ノ事故ア


































少年法並少年保護法制定依頼既二十五年 ヲ閲ス ト雖モ僅二内地 ノミニ之 ヲ実施 シ吾ガ台
湾二於テハ未 ダ本法 ノ施行 ヲ見ズーケ所 ノ少年審判所 ヲモ有セザルハ法 ノ普遍性二鑑 ミ
恂二遺憾 トスル所ナ リ。今内地 ノ少年審判所管内二於ケル犯罪少年及準犯罪少年 ヲ見ル
ニ保護処分 ノ恩恵ニヨリ改遇遷善 シテ国家 ノ忠良ナル臣民 トナ リ実社会二活動 シツツア
ル事実ハ是 レ誠二立法精神二副 ヒ保護処分 ノ効果 ヲ如実二示 シタルモノト信ズロ之二反
シ本島二於ケル少年 ノ悪化ハ日ヲ追テ累増 ノ情勢ニア リ本島住民 ノ蒙ル不幸 ノ甚大ナル
















完備 して大なる効果を挙げて居 りますが、顧みまするに我が台湾には成徳学院一 ヶ所少年教護法




下二於ケル社会事象殊二其 ノ経済機構 ノ急激ナル変化二伴 フ犯罪 ノ動向二想到スル トキ真二憂慮
スベキモノア リ」38)というように、戦時下において必要な国家統制の一環 としてであった。
台湾では 「市 ・郡 ヲ単位二区司法保護委員会 ヲ設置 シ司法保護委員 ノ連絡 ヲ全 クシ更二地方法






李銀坤(仮 名)は 、「十八歳の時窃盗罪で一度起訴猶予に附せ られ、翌十九歳の時遂に
同罪で受刑の身 となって、新竹少年刑務所で二年の刑に服 し、昭和十四年四月初め同所
を出所 した」「本人を説いて、当分更新舎で収容保護を加える事になった」「時々隠れて
喫煙 したり、晩こっそり舎を抜け出して買食 したり、或は舎から給せられる金が余 り少






ノ整備強化二関スル具体的方策 ヲ協議研究セシムル ト共二其実践力 ヲ酒養セシメ以テ切迫セル時




布 日の4月17日を少年保護記念 日と定め」、「其の精神を汲んで少年犯の処理を致 して居 りますの
で、内地 と呼応 して昭和13年よりこの意義深い日を以て全島一斉に少年保護の精神高揚に努めて
きた」47)。少年保護記念 日実施要綱(新 竹州連合保護会)の 指導 目標は 「1決戦体制下二於ケル
少年保護事業 ノ画期的強化、2少 年法施行促進並二是二伴 フ施設 ノ整備拡充、3保 護報国精神 ノ
昂揚 ト少年ノ不良化防止ノ強調」48)、昭和18年度少年保護記念日要項(台 中州連合保護会)の 実
施要項は 「管内司法保護委員 ヲ動員 シテ担任区域内ノ少年保護対象者 ノ実情 ヲ調査報告セシメ保






民間の自発的な司法保護事業に対 して、「大正2年5月 に総督府内訓第五号 となつて免囚保護
事業補助金下附手続 といふそう云ふ規定が初めて制定」 し、「爾来約一力年の間に全鮮に保護団
体 といふものが二十 ヶ許 り出来て」53)いたという。
「大部分の不良の浮浪児達は刑罰責任年齢に到達 と共に検挙せられ少年刑務所に送 られて居た
のであるが其収容設備 も三 ヶ所の少年刑務所にては不十分なため、却 って浮浪の盗児は町に放任
の状態 も見 られた」 という状況であった。「救世軍で大正7年11月京城府平洞町に収容所を設け」、
「昭和3年 当時の京城本町警察署長小松寛美氏の自費を以て設立せる明信舎 は浮浪児を木工によ




学生生徒の保護実施、少年不良化の実情 と対策等)を 、官公署長、府内学校長 と開催 した56)。
しかし京城であっても内地に比べ司法保護団体 は少なく、「京城少年審判所管内の総人口数 は
昭和16年末に於て920万余同年末迄の、大阪少年審判所管内大阪京都兵庫の三府県人口総数より
約54万少 きに過 ぎない」、「同年末現在の大阪少年審判所管内には37ヶ所の保護団体が存在 し其の
収容定員は1301名となって居 る。朝鮮少年令では対象少年の年齢が20歳迄であり朝鮮少年犯罪数





















































また、「少年保護記念 日二際シ、少年保護思想ノ普及宣伝運動 ヲ為スコト」71)、少年保護活動 は
積極的に行われ、年に1度 内地の少年法の制定 日を少年保護デーとし、催 し物を実施 していた。
昭和18(1943)年度少 保護運動実施要綱は次のようなものであった。







としてゐる者を容れてや らない」72)という、司法保護事業への理解のなさを嘆 く司法保護委員 も
みられた。
女性の嘱託保護司は、「婦人 は子供を産んで育てて行 くそれ以外には社会的国家的にもそう云
ふ問題 は考へてゐない」「大抵不良少年不良少女 と云ふものは家庭が円満でない所か ら多 く起 る
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